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マーケティングを中心として、ゥェブを

利用した調査が広がりを見せている。調査

の広がりは、マーケティングのみならず世

論調査にも拡大している。調査に関わる手

続きの手軽さや費用の安さなどから、今後

も拡大が予想される。その利便性や費用の

安さは否定しないが、「ウェブ調査」には問

題や限界はないのであろうか。そのような

問いかけに、本書は「ウェブ調査」の可能性

や現在では解決されていない限界を詳細に

論じている。その際に、「ウェブ調査」によ

るデータ収集に関連するさまざまな文献を

概観 して総合的に論評している。その意味

で、「ウェブ調査」の現況を理解する上で、

極めて科学的で均衡のとれた著書である。

そればかりか、「ウェブ調査」で調べた報

告と、ウェブ以外の方法で集めたデータ、

例えば郵送調査や電話調査で調べた報告に

ついてメタ分析をして、比較の中から「ウェ

ブ調査」の特性を丁寧に明らかにする。近

年では複数の調査方式を用いる多重調査方

式ないし混合方式が増えているが、そうし

た多重調査方式の課題も検討しているので
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ある。「ウェブ調査」の総合的な解説書であ

ると同時に簡単な研究書でもあると言えよ

う。

調査対象者のカヴァレッジ問題から開始

される。ここでは、「ウェブ調査」の種類 と

確率抽出か ら始まって標本抽出による偏 り

の補正などが議論 される。次には、「ウェブ

調査」における「無回答問題」に移って、「無

回答 と無回答誤差」の定義、「回答率と参加

率」、「参加に影響を与える要因」などが議

論 され る。 これ らの問題 を前提 に して、

「ウェブ調査の測定 と設計」が明らかにさ

れる。そこでは、「一般的な設計」、「測定特

性」、「ナ ビゲーション」、「回答入力形式」な

どが議論 される。多 くの項 目が取 り上げら

れているので、詳細を記述できないが、こ

こでは、市場調査、学術調査でよく用い ら

れるグリッド形式の回答を取 り上げてみよ

う。グリッド形式 とは、回答選択肢群か ら

なる質問項 目を 1つのグリッド (マ トリク

ス)に まとめて表示する質問紙表である。

一般に、グリッ ド形式は調査完了までの時

間を短縮するが、中断、欠測データ、測定誤
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差を増大させるともいわれている。著者た

ちは、①グリッド形式の質問と他の入力形

式の質問を比較した研究、②回答者の回答

達成能力の点からいくつかのグリシド設計

の効果を検証した研究から、「グリッドを複

雑にすることが、調査回答の中断、項目欠

測データ、回答者の満足度に関して、…研

究に悪影響をもたらす」と結論する。グリッ

ド形式を用いる場合は、①可能な限り単純

にすること (グ リッド内の質問項目数を減

らすこと、質問を分割すること)、 ②グリッ

ド形式の質問に回答する際に回答者に視覚

的なフィー ドバックを与えることを求めて

いる。

こうして次には、視覚媒体としての「ウェ

ブ調査」について検討される。視覚特性、画

像効果、視認性などが検討される。次に章

を改めて、「ウェブ調査」の特質の一つであ

る双方向的な機能の問題が検討される。回

答の進度を示す「プログレス・インディケー

ター」の意味と効果、「自動集計」、「視覚的

アナログ尺度」、「双方向的グリッド」など

が検討されている。ここまでの章を目に通

すと、「ウェブ調査」の特性ばかりでなく、

実際に実施するとき何に気をつけなければ

ならないかを理解できるであろう。

最後の2章は、調査の実際よりも、「測定

誤差問題」に焦点化して、さまざまな研究

事例を提示してメタ分析を行い、「ウェブ調

査」の特性を明らかにする。その意味では、

「ウェブ調査」の研究書である。最後に、

「ウェブ調査では、回答者自らが回答時の

時間調整や時間配分を管理できる。…質問

を容易に読み返す ことができる。 このこと

から、知識を問 う質問に対 してより正確な

回答を提供する。…自分の態度を評価する

質問群に対 しては、より信頼できる回答を

おこな う」としているが、「誤解を招 くおそ

れのある方法で回答選択肢を配置 した り、

…そ してコンピュータ技能が劣る人から成

る母集団を用いると、ウェブ調査の備える

認知上の長所 も失われるか、逆効果 となる」

と結論する。

このような結論に明 らかなように、本書

は「ウェブ調査」を過度に肯定 した り、否定

することなく、現在の研究か らもたらされ

た成果を丁寧に評価 して 「ウェブ調査」の

可能性 と限界を提示する。「ウェブ調査」の

方法や解説書は枚挙にい とまがないが、本

書は、現在の調査技術や調査研究を広 くと

らえて、「ウェブ調査」の特性や課題につい

て総合的・科学的に議論 した水準の高いも

のと言えるであろ う。

また本書は、単なる翻訳書にとどまらな

い。後半につけられている「日本語版付録」

が充実 している。例えば、井田潤治「日本に

おけるインターネ ッ トによる世論調査、統

計調査の現況」は、単なる報告を超えて今

日の 日本の 「ウェブ調査」の状況を詳細に

明らかにしていて、貴重な貢献 となつてい

る。付録を構成するその他の「用語集」、「国

内文献」、「海外文献」、「関連する学会およ

び機関の一覧」も、世論調査やマーケティ

ングに関わる人々にとつて有用であろう。
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社会調査、そ してまた市場調査の信頼性

が揺 らいでいる今 日、利便性や安価性から、

「ウェブ調査」の有用性を評価することな

く、調査の特性を正確にとらえて、適切な

場面や時期を選択、そ してまた適切な調査

対象者を選定 して実施することが望まれよ

う。調査を実施する際に、ゆつくりと立ち

止まって調査そのものの可能性や限界をと

らえる一里塚 となる著書であろう。調査に

携わる人々ばか りでなく、多 くの人に眼を

通 してもらいたい。翻訳は簡明であること

も付け加えておきたい。

世論調査のみならずマーケティングの世

界でも、「ウェブ調査」が広が りを見せてい

る。それ どころか、伝統的に継承 されてき

た世論調査を席巻しつつある。それは本当

に正しいことなのであろうか。「ウェブ調査」

の可能性や特性を否定はしない。しかしそ

こには、伝統的な世論調査がもたらしてき

た成果をすべて踏襲して、さらなる可能性

を実現したわけではないであろう。伝統的

な世論調査が全てで最も良いと言つている

わけではない。そこにも、様々に議論され

てきた課題がある。「ウェブ調査」も同様で

ある。そこには、可能性と限界が内在して

いる。克服しなければならない問題がある

のである。調査を実施したり研究している

多くの人々に求められることは、それぞれ

の調査の特性と可能性ならびに限界を冷静

に評価し判断することであろう。
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